
 

  

         

 『福玉ボウリング大会』  
      新型コロナウイルスの感染拡大が随分と落ち着いてきました。 

そろそろ、また以前のように皆さんと楽しくおしゃべりをしながら交流する機会を…、とい

うことで、前回中止となってしまった「福玉ボウリング大会」を開催します！ 

感染予防対策をしっかりとりながら、皆さんで一緒に楽しい時間を過ごしませんか？ 

  初めての方ももちろん大歓迎です！皆さんのご参加を心よりお待ちしております。 
 

 

【日 時】 １２月７日（火） １３：３０ 現地集合 ／ １４：００ ゲームスタート！ 

【会 場】 「ジョイナスボウル」 住所：加須市下高柳 1-16 ビバモール加須２番街 

TEL：０４８０－５３－６６０７ 

【参加費】 １，０００円 

【募 集】 ２０名   

【備 考】 ２ゲーム投げた合計点で順位を決定。 

女性はハンデ「３０点」。豪華賞品あり!? 

【申込み】 ふくつなＰＪ専用電話  

☎ ０７０－２６５５－４０６１（平日１０時～１６時） 

                  
       

      『ふくつな』では、「ちょっと福島に帰りたいけど一人では不安」、「電車に乗っ 

て行くのが大変」…など一時帰還に不安を抱えている方へ『運転・同行のサポート』を行

っています。具体的には、避難先の家から避難元まで日帰り、または一泊で往復の送迎を行い

ます。支援事業なので交通費はかかりません。（宿泊費・移動時の飲食代等はご負担ください。） 

 

また、帰還に向けた諸問題の解決を図るために、生活相談・住宅相談など社会保障に関する相 

談事もお聞きします。少しでもお悩みの事がございましたら、下記まで

お気軽にお電話ください。 

  

                 ☏０９０－９４２５－２００１ 
（スタッフ：石上  平日 10時～16時） 

☏０７０－２６５５－４０６１ 

（ふくつなＰＪ専用電話 平日 10時～16時） 

今度こそ 
  開催します ！ 

My シューズや 

My ボールをお持ちの方は、

ご持参ください。 

お困りごとがあったら 
お気軽にお電話を…。 

気付けば、秋を通り越して一気に冬が来たかのように肌寒い日々が続いておりますが、 

皆さま変わらず、お元気でいらっしゃいますか？ 

新型コロナウイルスの感染状況も落ち着き始め、今まで県から出されていた 

様々な段階的緩和措置等も１０月２４日をもって終了。 

少しずつですがコロナ禍以前の生活を取り戻しつつあります。 

とはいえ、第６波やインフルエンザの流行も危惧されていますので、 

今までと変わらず感染予防対策を徹底し、元気にこの冬を乗り切っていきましょう！ 



 

 

 

   
              

 
      

                 

  発 行：ふくしまと繋がる・福島とつなげるプロジェクト （ふくつなＰＪ） 

一般社団法人 埼玉県労働者福祉協議会 （ふくつなＰＪ受託団体） 

  問い合わせ先：☎ ０４８－８３３－８７３１  [一般社団法人 埼玉県労働者福祉協議会]  

帰還支援サポートで７年ぶりに大熊町へ 

浪江町立請戸小学校 震災遺構として開館 
１０月２４日から一般公開 「震災時の姿そのままに保存」 

福島県浪江町立請戸小学校を整備・保存し、防災について考えるきっかけとして、また、

後世へ伝承していくための震災遺構施設として、１０月２４日から一般公開が始まりました。 

 請戸小学校は、１０年前の震災の津波により大きな被害を受け、児童や教職員たちは高台に

逃げて全員無事でしたが、その後の原発事故で全国に避難を余儀なくされました。 

建物は、津波の被害があった１階部分の教室と体育館はできるかぎりそのままの状態で残し、

通路から見られるようになっています。また、２階部分には、原発事故による避難の経緯や事

故当時、行方不明者の捜索が困難になったことなどを説明するパネルが展示されています。 

 東日本大震災の被災地では、児童と教職員合わせて８４人が犠牲となった宮城県石巻市の大

川小学校などが震災遺構として保存・公開されていて、原発事故でも甚大な被害をうけた福島

県の建物で、震災遺構として公開されるのは請戸小学校が初めてです。 
  

【開館時間】９時３０分～１６時３０分（最終入館：１６時まで） 

【休 館 日】毎週火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（１２月２８日～１月４日まで） 

【入 館 料】一般：３００円 ／ 高校生：２００円  

      小中学生：１００円 ／ 小学生未満：無料 

       ※２０名以上は２週間前までに事前予約要。団体料金あり。 

【問 合 せ】震災遺構 浪江町立請戸小学校  ☏０２４０－２３－７０４１ 

さいたま市に住むＳさん（８４歳・女性）から、「住宅が取り

壊しになるので、仏壇や家財を持ち帰りたい」と帰還支援サポート 

事業に依頼があり、９月４日～５日、Ｓさんの７年ぶりとなる大熊町へ

の帰還に同行しました。 

１日目、Ｓさんと長女、二人を乗せ、さいたま市を出発。新しい大熊

町役場を視察しました。 

２日目、大野スクリーニング場で一時帰宅の手続きを行い、自宅に到

着。家の中は物が散乱しており、避難した１０年前のまま。窓ガラスは

割れ、泥棒が入ったのだろうと思われました。また、家の前には猪の親

子が現れ、対面。獣も入り込んでいる様子でした。残念ながら仏壇は大

きすぎて持ち帰れませんでしたが、ケースに入った小さな「お地蔵様」

が見つかり、「良かった…。」と仰っていました。 

２階は、屋根から雨水が入り込んでいたの 

で、押し入れの中のものを一つ一つ確かめな 

がら、車に積めるだけ積んで、帰路につきま 

した。「まだまだ持って帰りたい。でももう、 

帰れないかな…。」とつぶやくＳさんの姿が 

そこにはありました。 

 


